
２００５年（平成１７年）１１月５日町 田 市 議 会 だ よ りNo.１５８（７）

第３回定例会では意見書４件を可決し、議長名で
関係行政庁へ提出しました。　　
要旨は次のとおりです。

　

住
宅
環
境
の
変
化
に
伴
い
葬
儀

場
建
設
が
多
く
な
っ
て
い
る
今
般

学
校
等
文
教
施
設
周
辺
や
近
隣
住

民
の
生
活
環
境
に
著
し
い
影
響
を

与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
建
設

を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
し
ば
し

ば
事
業
者
と
住
民
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

葬
儀
場
の
建
設
に
は
、
建
築
基
準

法
上
の
用
途
地
域
が
第
二
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
で
あ
れ
ば
可
能

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
規
制
す
る

法
律
・
制
度
が
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
そ
こ
で
葬
儀
場
建
設
に
際

し
て
の
規
制
、
特
に
学
校
施
設
隣

接
地
や
周
辺
住
民
へ
の
影
響
に
考

慮
し
た
一
定
の
法
的
規
制
を
設
け

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
・
国
土
交
通
大

臣
・
総
務
大
臣
あ
て

葬
儀
場
建
設
に
対
す
る
法
的

規
制
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書

　

少
年
事
件
が
相
次
ぎ
、
子
ど
も

と
教
育
を
め
ぐ
る
事
態
は
深
刻
で

あ
る
。
ま
た
不
況
の
影
響
で
就
学

困
難
が
広
が
る
な
ど
学
校
教
育
は

困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
今
日
、

教
育
課
題
が
山
積
み
す
る
な
か
教

職
員
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
と
、
十
分
ふ

れ
あ
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

教
育
条
件
整
備
こ
そ
が
求
め
ら
れ

る
。
義
務
教
育
の
土
台
を
守
り
教

育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め

に
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
二
〇

〇
六
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

　

二
〇
〇
五
年
九
月
最
高
裁
は
在

外
邦
人
の
選
挙
権
を
制
限
す
る
公

職
選
挙
法
の
規
定
を
憲
法
違
反
と

し
、
国
会
の
立
法
不
作
為
を
も
指

摘
し
た
。
こ
れ
を
受
け
公
選
法
改

正
と
な
れ
ば
在
外
邦
人
約
七
〇
万

人
の
国
政
選
挙
区
投
票
が
可
能
と

な
る
。
よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
早

急
に
次
の
事
項
の
改
正
を
求
め
る
。

一

�

在
外
邦
人
の
国
政
選
挙
区
選

挙
の
投
票
の
実
現
と
申
請
手
続
き

の
期
間
短
縮
化
。

二
�
世
界
中
で
選
挙
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
選
挙
期
間
中
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
更
新
と
電
子
メ
ー
ル
利
用

を
認
め
る
こ
と
。

三
�
郵
便
投
票
制
度
の
対
象
者
に

妊
娠
中
や
出
産
後
な
ど
諸
事
情
で

外
出
が
困
難
な
女
性
を
新
た
に
加

え
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
一
件
あ
て

...

公
職
選
挙
法
の
早
期
改
正
を

求
め
る
意
見
書

請
願
の

請
願
の

審
査
状
況

審
査
状
況

　

平
成
一
七
年
第
三
回
定
例
会
に

は
五
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
と
な
っ
て
い
た
四
件
と
あ
わ
せ

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

五
件
が
採
択
、
一
件
が
不
採
択
、

三
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

不　
　

採　
　

択

継　

続　

審　

査

採　
　
　

択

　

◎
野
津
田
公
園
に
「
き
つ
ね
は

ら
っ
ぱ
冒
険
遊
び
」
の
存
続
を
願

う
請
願

　

◎
町
田
市
に
お
け
る
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
対
す
る
条

例
制
定
の
請
願

　

意
見－

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

　

◎
南
つ
く
し
野
３
丁
目
す
ず
か

け
台
駅
前
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関

し
、
「
南
つ
く
し
野
環
境
維
持
に

伴
う
地
元
住
民
等
と
の
協
調
に
つ

い
て
の
覚
書
」
が
履
行
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
請
願

　

意
見－

願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

　

◎
義
務
教
育
の
土
台
を
守
り
、

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
請
願

　

◎
雨
水
対
策
を
講
ず
る
よ
う
求

め
る
請
願

　

意
見－

願
意
に
沿
う
よ
う
早
急

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

◎
町
田
市
営
共
同
霊
園
の
造
成

を
求
め
る
請
願

　

◎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
４
年
生

以
上
の
児
童
の
受
け
入
れ
を
求
め

る
請
願

　

◎
学
校
選
択
制
を
希
望
す
る
バ

ス
通
学
生
へ
の「
通
学
費
補
助
金
」

対
象
拡
大
を
求
め
る
請
願

　

◎
葬
儀
場
建
設
に
対
す
る
条
例

等
の
制
定
や
行
政
指
導
の
請
願

請請
願願
のの
処処
理理
経経
過過

及及

びび

結結

果果

報報

告告

　

平
成
一
七
年
第
二
回
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い

て
、
市
長
及
び
教
育
委
員
長
か
ら

処
理
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
通
う
子

ど
も
達
が
、
継
続
的
に
安
心

し
て
安
全
に
通
え
る
よ
う
な

学
童
運
営
を
求
め
る
請
願

　

一
点
目
の
継
続
的
に
安
全
に
と

い
う
点
で
す
が
、
継
続
的
と
い
う

面
で
は
、
既
に
経
験
の
あ
る
団
体

で
す
の
で
、
継
続
性
は
担
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
安
全
に
と
い
う
面

で
は
、
本
年
よ
り
三
五
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
す
べ
て
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利

用
し
た
非
常
警
報
装
置
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ク
ラ
ブ
内
で
何
か
危
険
な
こ
と
が

生
じ
た
場
合
、
そ
の
装
置
を
押
す

こ
と
に
よ
り
、
警
備
会
社
が
駆
け

つ
け
て
く
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
子
ど
も
達
の
よ
り
一
層
の
安

全
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

二
点
目
の
選
定
及
び
移
行
に
関

し
て
は
、
保
護
者
の
要
望
を
踏
ま

え
三
月
末
に
一
五
日
間
の
移
行
の

た
め
の
手
当
て
を
さ
せ
て
頂
き
、

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
点
目
の
選
定
に
関
し
て
、
保

護
者
が
十
分
考
慮
で
き
る
相
当
の

期
間
の
件
で
す
が
、
直
営
か
ら
指

定
管
理
者
に
切
り
換
え
る
際
の
充

分
な
説
明
期
間
と
い
う
意
味
で
は
、

昨
年
の
場
合
は
、
あ
ま
り
時
間
が

取
れ
て
い
な
い
と
い
う
ご
指
摘
で

す
の
で
、
今
後
直
営
か
ら
指
定
管

理
者
に
切
り
換
え
る
際
に
は
十
分

取
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
を
含
め
た
十
分
な
話
し
合

い
の
件
で
は
、
指
定
管
理
者
の
選

定
は
子
ど
も
生
活
部
の
契
約
事
務

適
正
委
員
会
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
選
定
に
当
た
っ
て
指
定
管

理
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画

書
の
審
査
資
料
な
ど
、
審
査
過
程

に
関
す
る
資
料
は
情
報
公
開
の
対

象
と
な
る
も
の
で
、
こ
の
面
で
も

透
明
性
の
確
保
は
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

選
定
は
市
の
責
任
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
ご
意

見
は
色
々
な
形
で
お
伺
い
致
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
は

か
る
為
の
町
田
市
立
学
校
教

職
員
車
通
勤
禁
止
の
見
直
し

と
制
度
整
備
に
関
す
る
請
願

　

教
職
員
の
自
動
車
通
勤
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
、

昭
和
四
七
年
に
制
定
し
た
「
職
員

の
自
動
車
利
用
自
主
規
制
等
実
施

要
領
」
に
基
づ
き
、
①
遠
隔
の
学

校
へ
勤
務
す
る
者
で
、
交
通
機
関

に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
②

身
体
障
が
い
者
で
、
自
動
車
に
よ

り
通
勤
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、

③
そ
の
他
、
真
に
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
、
以
外
は
、
原

則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
教
職
員
が
出
張
等
で

勤
務
時
間
中
に
自
家
用
車
を
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

教
育
委
員
会
が
平
成
一
一
年
に
制

定
し
た
「
自
家
用
車
使
用
に
よ
る

公
務
旅
行
に
関
す
る
要
綱
」
に
お

い
て
、
「
自
家
用
車
を
公
務
に
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と

す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
町
田
市
教
育
委

員
会
で
は
、
毎
年
、
東
京
都
教
育

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
る
「
教
職
員

の
服
務
の
厳
正
に
つ
い
て
」
と
い

う
通
知
を
市
立
小
・
中
学
校
に
周

知
し
、
東
京
都
の
方
針
に
沿
っ
た

服
務
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
安
易
な
自
家
用
車
通
勤
の

許
可
は
、
児
童
・
生
徒
・
保
護
者

の
信
頼
を
大
き
く
損
ね
る
結
果
と

な
り
、
教
員
本
人
に
対
し
て
も
重

大
な
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
町
田
市
教
育
委
員

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
東
京
都
の
方
針
に
沿

っ
た
服
務
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く

こ
と
で
、
市
民
の
学
校
教
育
に
お

け
る
信
頼
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　

　

一
方
で
、
町
田
市
で
は
、
多
く

の
教
職
員
が
通
勤
手
段
と
し
て
鉄

道
と
バ
ス
と
を
併
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
鉄
道
路
線
は
す
べ
て
市
域

の
辺
縁
部
を
通
り
、
学
校
の
最
寄

り
駅
が
市
外
に
あ
る
場
合
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
バ
ス
路

線
は
町
田
駅
と
鶴
川
駅
に
集
中
し

て
い
る
た
め
、
自
動
車
な
ら
ば
短

時
間
な
距
離
で
も
交
通
機
関
を
使

う
と
か
な
り
の
通
勤
時
間
を
要
す

る
教
職
員
が
多
く
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
地
域
的
な
特
性
を

考
え
る
と
自
動
車
通
勤
の
利
便
性

も
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

今
後
、
東
京
都
教
育
委
員
会
に
対

し
、
教
職
員
の
通
勤
時
間
短
縮
を

目
的
と
し
た
自
動
車
通
勤
に
対
す

る
柔
軟
な
対
応
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
併

せ
て
、
現
在
の
各
学
校
に
お
け
る

タ
ク
シ
ー
の
利
用
制
度
に
つ
い
て
、

よ
り
柔
軟
な
使
用
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

平
成　

年
度 

１６

病
院
事
業
会
計

決
算
を
認
定

　

九
月
七
日
に
上
程
さ
れ
た
平
成

一
六
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会
計

決
算
認
定
は
、
保
健
福
祉
常
任
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
〇
月
一

二
日
の
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
書
か
ら

　

収
益
的
収
支
で
は
、
患
者
数
が

入
院
で
年
間
延
べ
一
二
六
、
一
四

五
人（
一
日
平
均
三
四
五
・
六
人
）

で
前
年
度
に
比
べ
四
、
一
六
三
人

（
三
・
二
％
）
減
少
し
、
外
来
で

は
年
間
延
べ
三
一
三
、
二
一
○
人

（
一
日
平
均
一
、
二
八
九
人
）
で

前
年
度
に
比
べ
六
、
九
六
九
人

（
二
・
二
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

入
院
・
外
来
の
料
金
収
益
は
前
年

度
よ
り
五
億
五
、
八
七
六
万
円

（
六
・
二
％
）
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
費
用
は
材
料
費
で

一
億
六
、
五
七
一
万
円
（
五
・
五

％
）
減
少
や
、
Ｂ
棟
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟

解
体
に
伴
う
費
用
一
億
三
、
六
八

九
万
円
（
皆
増
）
な
ど
、
全
体
で

三
、
四
五
四
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
決
算
額
は
収
益
的
収

入
が
一
○
五
億
四
、
五
八
○
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
五
億
九
、
八
○

九
万
円
（
五
・
四
％
）
の
減
、
収

益
的
支
出
が
一
○
六
億
七
、
二
九

二
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
三
、
四

五
四
万
円
（
○
・
三
％
）
の
減
と

な
り
、
差
引
き
一
億
二
、
七
一
二

万
円
の
当
年
度
純
損
失
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
を
加
え
た

当
年
度
末
の
未
処
分
利
益
剰
余
金

は
一
○
億
一
、
七
八
七
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
第
二
・
三

期
増
改
築
工
事
実
施
設
計
委
託
等

の
病
院
改
築
費
に
二
億
二
、
八
三

三
万
円
、
医
療
機
器
等
資
産
購
入

費
に
一
億
八
、
一
一
九
万
円
、
企

業
債
償
還
金
に
七
億
八
、
三
二
二

万
円
を
要
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
八
、
一
八
五
万
円
及
び
都

補
助
金
二
億
七
、
四
五
四
万
円
を

充
て
、
不
足
す
る
額
八
億
三
、
六

三
六
万
円
は
当
年
度
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

一
五
万
円
と
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
八
億
三
、
六
二
一
万
円

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
【
経
営
状
況
】

　

都
市
環
境
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
第
九
〇

号
議
案
「
平
成
一
七
年
度
町
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）」

に
つ
い
て
は
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
採
決
終

了
後
に
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、

全
員
一
致
で
左
記
の
附
帯
決
議
を

付
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

記　
　

　

一
、
款
八
�
土
木
費
、
項
二
�

道
路
橋
梁
費
、
目
六
�
交
通
安
全

対
策
費
の
う
ち
、
用
地
購
入
費
の

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
自
転
車
駐

輪
場
と
し
て
固
定
す
る
こ
と
な
く
、

将
来
的
に
、
他
の
公
共
用
地
等
と

し
て
の
活
用
も
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

本
会
議
の
結
果

　

一
〇
月
一
二
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
第
九
〇
号
議
案
「
平
成
一

七
年
度
町
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
」
は
、
委
員
長
の

報
告
の
と
お
り
賛
成
多
数
を
も
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

.
.

.

◎２００７年問題　【２面】
　団塊の世代の定年退職が始まる年で、企業活動に大き
なダメージを与えるという問題。つぎの三つが指摘され
ている。労働力不足の問題、ノウハウ・技術継承の問題、
企業体力低下の問題。

◎メディアリテラシー（media literacy）　【４面】
　情報を見極め、判断し、活用、発信する力のこと。

用 語 の 解 説
本文中の青文字の解説です
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